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六本木一丁目南地区の事後評価の実施手順は、図１のとおりです。 

第１回事後評価委員会では、六本木一丁目南地区の現地確認を実施しています。 

第２回事後評価委員会では、港区市街地再開発事業事後評価制度にもとづき、「各事業の

目的に応じて設定する評価指標」及び「創意工夫・独創性など施行者が提案する評価指標」

について、事後評価委員会の「意見・助言」を頂き、内容を決定していきます。 

また、評価項目によっては住民満足度等を調査する必要があるため、「アンケート調査票

（案）」を作成しています。 

「アンケート調査票（案）」は、評価につながる重要な調査のため、調査方法について、

事後評価委員会の「意見・助言」を頂き、内容を決定していきます。 
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図 1 事後評価の実施手順 

 

 

事後評価委員会事務局 事後評価委員会 

提案内容の確認・ヒアリング 

事業概要書の作成 

施行者（再開発組合等） 

施設管理組合 

六本木一丁目南地区の現地確認 

施設管理運営面の確認・ヒアリング 

事後評価項目案の提案 

１ 事後評価の実施（手順及び作業の確認） 

意見・助言 事後評価項目の選定 

評価項目の決定・アンケート調査票の決定 

アンケート調査票（案）の作成 

評価書作成 

二次評価 

結果の公表 

一次評価 
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２-1 各事業の目的に応じて設定する評価項目、評価指標（案） 

港区市街地再開発事業事後評価制度では、評価項目の評価指標を、『全事業に共通する評

価指標』、『各事業の目的に応じて設定する評価指標』、『創意工夫・独創性など施行者が提

案する評価指標』に分類しています。 

六本木一丁目南地区では、表１の評価項目と評価指標を『各事業の目的に応じて設定す

る評価項目と評価指標』として設定します。 

 

表１ 各事業の目的に応じて設定する評価指標（六本木一丁目南地区） 

評価項目 
評価指標 

大項目 中項目 小項目 

建築物の整備 

建築敷地の整備 

居住性・快適性 住宅整備 住宅整備水準 

調和・活力 地域創造 周辺景観との調和 

地域の活性化の取組状況 

 

 

（１）評価項目として設定した理由 

□住宅整備―住宅整備水準 

六本木一丁目西地区地区計画において、「都心部の地下鉄駅に接する駅前ゾーンとして相

応しい機能を備えるとともに、定住人口の増大を図る居住機能と高次の商業・業務機能が

複合した安全で快適な魅力のある市街地を形成する。」とされており、市街地再開発事業の

都市計画においては、約 190 戸、約 28,800 ㎡の住宅建設を目標として定めているため、

評価項目として設定します。 

 

□地域創造―周辺景観との調和（近景・中景景観の評価） 

地区計画の地区整備計画において、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限として

１）建築物の外壁又はこれに代わる柱の色彩は原色を避け、周辺環境に配慮した色調とす

る。２）屋外広告物は、建築物と一体的なもの若しくは歩行者空間と調和のとれたものと

する。と定められている。加えて、港区景観計画においても、一般地区として、建物の配

置や形態・意匠・色彩、公開空地、外構、緑化等に配慮することとなっているため、評価

項目として設定します。 

２ 評価項目の設定 
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□地域創造―地域の活性化の取組状況 

近隣の町会の活動に参加し、桜並木のライトアップイベントへの協力や建物内の町会倉

庫を無償で貸し出すなど、まちのにぎわいや活力につながる取組みを行っているため、評

価項目として設定します。 

 

□歴史・文化―地域資源の活用状況 

当事業の中で、地域に根付いた御組坂（歩行者通路 7 号）の再整備を行っています。再

整備にあたり、舗装や擁壁等の設えの工夫により、歴史的・文化的な雰囲気を継承する環

境整備が行われていることから、評価項目として設定します。 
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□参考資料_六本木一丁目西地区地区計画 計画書（抜粋） 
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□参考資料_六本木一丁目南地区市街地再開発事業 計画書 

 
 

 

 

（２）事業の目的ではないため除外した評価項目 

□居住性・快適性―公益施設整備 

六本木一丁目南地区市街地再開発事業では、行政施設である公益施設の整備を事業の目

的としていないため、評価項目からは除外します。 

 

□地域創造―地域のシンボル性（遠景景観の評価） 

六本木一丁目南地区は、港区景観計画における景観形成特別地区「東京タワー周辺」の

区域内に位置していますが、東京タワーの象徴的な絵姿を保全すべき主要な眺望点から当

地区の建築物は見えません。また、当地区の建築物を遠景として捉えると、当地区の建築

物の大部分は周囲の建物群に隠れ、遠景としての景観を形成しているとは言い難いため、

評価項目から除外します。 
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2-2 創意工夫・独創性など施行者が提案する評価指標（案） 

多様化する市街地再開発事業の評価にあたっては、事業目的の重点の置き方や課せられ

る課題が地区ごとに異なることから、それぞれの地区特性に応じた評価を行う必要性があ

ります。 

また、地区ごとに地域の個性や多様な魅力を生み出す創意工夫・独創的な取組みについ

ても評価を行う必要があります。 

六本木一丁目南地区では、表２の評価指標を『創意工夫・独創性など施行者が提案する

評価指標』として設定します。 

 

表２ 創意工夫・独創性など施行者が提案する評価指標（六本木一丁目南地区） 

評価指標 評価内容 

Ａ 歩行者空間の質の向上 
・緑化への取組み 

・外構設計者へのヒアリング結果 

Ｂ 生活利便性向上への寄与 
・生活利便施設（スーパー）の導入 

・生活利便性向上への取組みについての感性・官能評価（アンケート調査）  

 

（１）評価項目として設定した背景、経緯、理由等（詳細は、資料 2 参照） 

Ａ 歩行者空間の質の向上 

六本木一丁目南地区を含む大街区では、「六本木・虎ノ門地区まちづくりガイドライン」

において、主要な道路や生活道路である区道を「緑の軸」や「つなぐ緑」として位置付け、

豊富な緑を感じさせる安全で快適な歩行者ネットワークを形成する方針を提げています。 

当地区は、「緑の軸」や「つなぐ緑」の結節点に位置することから、様々な工夫により、

豊富な緑を感じさせる安全で快適な歩行者ネットワークの形成に貢献しています。 

このような自主的な歩行者空間等の質の向上に向けた取組みについて評価します。 

 

Ｂ 生活利便性向上への寄与 

六本木一丁目南地区では、周辺居住者や就業者にも開かれた小型スーパーを誘致したこ

とにより、地区内外の生活利便性の向上に寄与しています。 

小型スーパーのエントランスは、歩行者空間から広場状の空地を介しているため、スー

パー利用者がスムーズに出入りできる空間となっています。 

このような、生活利便性の向上、生活環境の質の向上に寄与する施設を導入したことに

ついて評価します。  
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2-3 港区市街地再開発事業事後評価制度評価項目と六本木一丁目南地区市街地再開発事業における事後評価項目一覧 

 

『      ：全事業に共通する評価指標』  『      ：各事業の目的に応じて設定する評価指標、      ：評価対象としない評価指標』  『      ：創意工夫・独創性など施行者が提案する評価指標』 

評価項目 
評価指標 評価内容 

参考 

大項目 中項目 小項目 評価分類※ 

公共施設の整備 都市基盤整備 道路・公園の整備水準 従前・従後における道路の整備水準（道路幅員、公園の整備面積等） ① 

住民等の満足度 道路整備状況（公園整備状況）の満足度（アンケート調査） ① 

住民等の利用頻度 道路（公園）の利用目的、利用頻度（アンケート調査） ① 

建築物の整備 

建築敷地の整備 

都市防災 耐火率（建物構造） 従前・従後における地区内建築物の耐火率 ① 

不燃領域率 従前・従後における地区内不燃領域率 ① 

細街路状況 従前・従後における地区内細街路の状況 ① 

防災施設の整備状況 防災施設の整備内容をもとに、地域の防災性の向上への取組み（防災訓練）など ① 

居住性・快適性 事業継続性 施設稼働状況 整備した住宅、事務所、店舗等の入居率 ① 

施設管理運営状態 施設の維持管理運営の取組み ① 

住宅整備 住宅整備水準 港区住宅基本計画等の住宅整備面積水準との整合性 ② 

公益施設整備 公益施設整備状況 公益施設の有無と整備床面積 ② 

住民等の満足度 公益施設の整備満足度（アンケート調査） ② 

住民等の利用頻度 公益施設の利用者頻度（アンケート調査） ② 

公開空地整備 公開空地の整備状況 公開空地の整備内容と整備状況（管理状況） ① 

住民等の満足度 公開空地の整備内容についての満足度（アンケート調査） ① 

住民等の利用目的・頻度 公開空地の利用目的・利用頻度（アンケート調査） ① 

調和・活力 地域創造 周辺景観との調和 区域全体のまちなみ・景観形成の取組み（特に近景景観、中景景観）の効果（アンケート調査） ② 

地域のシンボル性 区域全体のまちなみ・景観形成の取組み（特に遠景景観）の効果（アンケート調査） ② 

地域の活性化の取組状況 自治会やエリアマネジメント組織の有無の確認、及び地域活動における地域活力の維持向上への貢献度 ② 

歴史・文化 地域資源の活用状況 歴史的建築物の保存、復元や地域の行事、祭りなどを継承する取組みの有無。 

また、新たな文化を創造する取組みの有無 

② 

創意工夫・独創性 歩行者空間の質の向上 ・緑化への取組み 

・外構設計者へのヒアリング結果 

③ 

生活利便性向上への寄与 ・生活利便施設（スーパー）の導入 

・生活利便性向上への取組みについての感性・官能評価（アンケート調査） 

③ 

費用対効果 費用便益比（Ｂ/Ｃ） 事業の効率性（従前・従後の費用便益比（Ｂ/Ｃ） ① 

 ②  ③  ②  ① 
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3-1 アンケート調査の目的 

事後評価項目に基づき、都市基盤整備等に関する住民の満足度や、公開空地整備の満足度、

防災施設の整備状況の認知度等を評価するため、アンケート調査を実施します。 

 

3-2 アンケート調査の実施 

（１）アンケート対象者 

地区内及び地区周辺の住民、法人の方々を対象にアンケートを実施します。 

 

（２）アンケート調査項目と評価方法 

アンケート調査項目と調査項目における評価方法は表 3 のとおり設定します。また、評

価とは別に、今後の街づくりの参考資料とするため、地区内の方々を対象に、地域のコミュ

ニティー活動や居住満足度を調査します。 

 

表 3 アンケート調査項目と評価方法 

評価項目（小項目） 評価指標 調査方法 

都市基盤整備 住民等の満足度 感性・官能調査 

  住民等の利用目的・頻度 頻度調査 

都市防災 防災施設の整備状況 認知度調査、感性・官能調査 

公開空地整備 住民等の満足度 感性・官能調査 

  住民等の利用目的・頻度 頻度調査 

地域創造 周辺景観との調和 感性・官能調査 

  地域活性化の取組状況 頻度調査 

創意工夫・独創性 生活利便性向上への寄与 
認知度調査、頻度調査、 

感性・官能調査 

 

（３）アンケート調査票 

□アンケート調査票（事業地区内用）（案） ：資料３参照 

□アンケート調査票（事業地区外用）（案）  ：資料４参照 

3 アンケート調査 
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（４）アンケート調査の範囲 

アンケート調査範囲は、六本木一丁目及び虎ノ門五丁目地内とし、図 3 の示す範囲とし

ます。アンケート調査票は、アンケート範囲内の全建物、住戸等、約 1,900 件（人口等か

ら推計）を対象に 2通ずつを配布（ポスティング）します。 

 

図 3 アンケート調査範囲 

 

（５）アンケートの回答方法と回収 

アンケート票は、後納郵便による回答又はインターネット回答により回収します。 


